
学修成果の可視化を通した卒業時の質保証の取組

テーマⅤ 卒業時における質保証の取組の強化
東北公益文科大学

【取組のポイント】
 授業外学修を促進するラーニングコモンズの

新設
 ディプロマ・ポリシーに定める能力の獲得状況

を評価するルーブリックの開発
 卒業時の「ディプロマ・サプリメント」の発行と各

年度末「プレディプロマ・サプリメント」の発行
 ステークホルダとの連携による学生のキャリア

形成と教育活動
 アクティブラーニングにふさわしい授業時間の

設定（クォーター制と 分授業の導入）

○本事業における主な新規取組
【授業外学修時間の増加】
 ラーニングコモンズの開設（2017年度）：
内部進学の大学院生をTA
として、キャリア科目の提出
物添削や、レポート作成や
必修科目の支援、個別相談、
指導を実施。

【学習成果の可視化と発信】
 ルーブリックの開発（2016年度～）：ディプロマ・ポリ
シー（DP）に定める4つの力の因子構造を求め、FD、
卒業生、産業界からの意見聴取を経て、「公益大22の
力」として制定。就職先やインターンシップ受入先等を
対象に、入社段階で求められる水準を調査し、学生に
提示して向上意欲を喚起。

 ディプロマ・サプリメントの発行（2019年度）：単位修得
状況、GPA推移、DPに定める力の獲得状況のGP値
等を記載し、毎年発行。学生の取り組みの振り返りと
目標設定に活用。

【学外学習・アクティブラーニングの推進】
 クォーター制の導入（2015年度）：履修科目を減らし集中
的に取り組む環境を整備。約70％の科目をクォーター制
で開講。

【クォーター制のメリット】
・第1クォーターは学内で科目を履修し、第2クォーターは学
外に出て長期のインターンシップに行ったり、夏休みと合
わせた期間で中期留学にチャレンジするなど、長期間の
学外学修が可能
・一つの科目を週2回の進度で履修するため、集中した学
修ができる

 105分授業の導入（2018年度）：アクティブラーニングの
推進と、授業期間短縮（16週→14週）による夏季休業期
間を活用した実習、インターンシップ、短期留学等の推進

【105分授業のメリット】
・1回の授業でグループワークやプレゼンテーションなど
学生が主体的に取り組む時間を多く設けることが可能
・授業回数の減少により結果的に休業期間の増加につな
がりインターンシップなどの実習時間確保へ

○主な成果

2015 2016 2017 2018
AL実施授業数 237* 188 244 284
LC利用者数 - - 9264 12296
授業外学修時間 10.0 12.9 13.5 12.6
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ参加者 101 81 131 134
長期学外学修参加者 3 9 20 19
GPA平均値 2.33 2.24 2.66 2.68
ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞ参加科目履修者数 535 992 1316 1255
AL：アクティブ・ラーニング LC：ラーニング・コモンズ
*新カリキュラムへの移行中（旧カリキュラムの科目含む）
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